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研究成果の概要（和文）：予後不良である進行非小細胞肺癌の耐性メカニズムを細胞死（アポトーシス）の観点
から解析し、新規治療法を開発することを目的とした。EGFR遺伝子変異陽性の非小細胞肺癌細胞株を用いてEGFR
チロシンキナーゼ阻害剤のオシメルチニブ耐性細胞を作成し、耐性細胞においてリン酸化ERKの発現が有意に上
昇していることに注目し、FOXO3aがBIMを通したアポトーシス抵抗性と関連することを確認した。FOXO3a阻害作
用のあるカルノシン酸、ERK阻害剤、プロテアソーム阻害剤が有望な新規治療法である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Molecular targeted therapy has shown dramatic efficacy in the treatment of 
lung cancer. However, drug resistance is a critical problem, and the prognosis of lung cancer 
remains poor. This study aimed to analyze the resistant mechanism of advanced non-small cell lung 
cancer (NSCLC) from the point of apoptosis and to develop a novel therapeutic strategy. Using EGFR 
mutation-positive NSCLC cells, we generated osimertinib-resistant cells. We confirmed that the 
expression of phosphorylated ERK was significantly upregulated in all resistant cells and associated
 with resistance to apoptosis through BIM. The efficacy of carnosic acid, ERK inhibitor, and 
proteasome inhibitor on resistant cells was confirmed. Our data suggested that FOXO3a is associated 
with apoptosis resistance, and these drugs may be promising new therapies.

研究分野：肺癌、薬剤耐性、抗悪性腫瘍薬、薬物療法
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
進行肺癌の薬物治療において分子標的治療は劇的な効果を示すが、その薬剤獲得耐性が問題であり、以前として
予後は厳しいままである。本研究は、アポトーシスに着目したこれまでの治療と異なる新しい視点から、肺癌に
おいて分子標的薬剤の獲得耐性の分子病態メカニズムを解明し、薬剤耐性を克服する新規薬物療法戦略をを提案
した点において学術的意義や社会的意義は高いと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 わが国の肺癌の死亡数は 2016 年度には 73838 人であり、全がん死亡例の第 1 位で約 20%を占
める。非小細胞肺癌（Non-small cell lung cancer: NSCLC）は、肺癌の約 85%を占め、肺癌に
伴う症状を契機に発見された場合の多くは切除不能 III 期、IV 期の進行がんであり、薬物療法
での根治は不可能である。 
 進行 NSCLC 患者に対する新規薬物療法であるドライバー遺伝子に対する分子標的薬の登場に
より治療成績は著しく改善し、分子標的治療薬の有効性を検証する臨床試験では 2-3 年以上の
全生存期間中央値にまで延長した。その後、免疫チェックポイント阻害剤による免疫療法の普及
もあり、治療成績はさらに進歩しつつあるものの、薬物療法のみで根治は不可能であり、薬剤獲
得耐性が不可避であることもわかってきた。NSCLC の約 50%に見られる EGFR 遺伝子変異陽性肺
癌に対する EGFR チロシンキナーゼ阻害剤（EGFR-TKI）や約 3-5%に見られる ALK 融合遺伝子陽性
肺癌に対する ALK 阻害剤の耐性メカニズムについては、二次変異、バイパス経路、上皮間葉移
行、癌幹細胞などが報告されている。獲得耐性となった肺癌の新たな標的分子を別の薬剤でさら
に抑制したとしても、またその薬剤に対する耐性の問題が生じるため、イタチごっこの状態にな
っており、現状の治療方法とは全く別の根本的な新規薬物治療戦略が求められている。 
 抗癌薬物療法において、アポトーシスとその制御メカニズムは、非常に重要な役割を果たして
おり、従来のシスプラチンなどの細胞傷害性抗癌剤では、DNA 損傷を引き起こし、内因性経路を
通じてアポトーシスを誘導することがわかっている。EGFR 陽性肺癌においては、アポトーシス
抵抗性が EGFR-TKI 耐性を早期に誘導する因子として報告されており、BIM が中心的な役割を担
うことが報告されている (PLoS Med 2007;4:1669-79, Clin Cancer Res 2017;23:3139-3149)。
また、BIM 遺伝子に特定の多型を有すると活性型 BIM タンパクの発現が低下し、EGFR-TKI による
アポトーシスに抵抗性を示すことも報告されており(Nat Med 2012;18:521-8)、BIM 遺伝子多型
を有する EGFR 陽性肺癌に対して EGFR-TKI と HDAC 阻害薬併用治療の有効性も報告されている
(Cancer Res 2013;73:2428-34)。しかし、BIM 遺伝子多型に起因しないアポトーシス抵抗性の分
子機構についてははっきりしない点も多い。分子標的薬の耐性メカニズムとアポトーシス抵抗
性の分子病態に基づく標的因子に対する治療戦略は現在まで提案されておらず、アポトーシス
に着目した新規治療戦略は、肺癌においては全く異なる視点からの新規治療となる可能性があ
る。 
 
２．研究の目的 
 
進行 NSCLC は、薬物療法にては根治せず、獲得耐性が不可避であり、予後も短い。どのような
薬物療法においても、薬剤の獲得耐性が不可避であるため、従来の治療戦略とは全く別の根本的
な新規治療戦略が求められている。 
本研究の目的は、分子標的薬耐性非小細胞肺癌に対するアポトーシスに着目した抜本的な新規
治療戦略を発見することである。本研究では、BIM を調節する転写因子の FOXO（Forkhead Box 
O）に着目する。FOXO は DNA 結合ドメイン FOX（Forkhead box）を持つ Forkhead ファミリーのサ
ブグループ“O”に属する転写因子であり、哺乳類では FoxO1, FoxO3a, FoxO4, FoxO6 があり、
アポトーシスに関連する多くの遺伝子発現の促進機能が知られている。FOXO3a の抑制が EGFR-
TKI の一つであるゲフィチブ耐性を誘導する報告（Proc Natl Acad Sci U S A. 2016;113:E2526-
35. ）や、ERK によりリン酸化された FOXO3a が核外（細胞質）へ移行して MDM2 によるユビキチ
ン化により分解され、FOXO3a の転写活性が抑制され、BIM の発現が低下し、アポトーシス抵抗性
となる報告（Nat Cell Biol 2008;10:138-48）がされている。 
本研究では、現在 EGFR 遺伝子変異陽性 NSCLC の第一選択薬であるオシメルチニブ耐性が誘導
されるメカニズムを、FOXO3a を中心としたアポトーシス抵抗性の分子病態を解析することで解
明し、薬剤耐性を克服する新規治療法を模索し提案することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) オシメルチニブ耐性 NSCLC 細胞の作成 
1. EGFR 陽性 NSCLC 細胞株（PC9、HCC827、H1975、H1650）を用いる 
2. ステップワイズ法にてオシメルチニブに対する薬剤耐性細胞をそれぞれ作成する。 

(2) オシメルチニブ耐性化の確認 
1. Cell counting kit 8 を用いた Cell viability assay にて、オシメルチニブ耐性細胞
の薬剤感受性と IC50 を測定・計算し、オシメルチニブに対する耐性化を確認する。 
2. オシメルチニブ耐性細胞における EGFR 遺伝子変異の点突然変異の有無の確認とバイパ
ス経路と考えられるパスウェイのタンパク発現解析をウェスタンブロットにて行う。 

(3) アポトーシス関連因子の解析 



1. 親細胞株と作成したオシメルチニブ耐性細胞を用いて、ERK、pERK,FOXO3a, pFOXO3a, 
BIMを含むアポトーシス関連因子のタンパクレベルとRNAレベルでの発現差比較と機能
解析を、RNA を用いた qRT-PCR とウェスタンブロットを中心に行う。 
2. 親細胞株とオシメルチニブ耐性細胞におけるオシメルチニブ暴露によるアポトーシス
発現を免疫蛍光染色やフローサイトメトリーを用いて確認する 

(4) FOXO3a の機能解析 
1. 免疫蛍光細胞染色を行い、Foxo3a のリン酸化促進と核外への移行を蛍光顕微鏡にて確
認する。 
2. siFoxo3a を用いて Foxo3 をノックダウンすることにより、Foxo3a に関連する因子の変
化をウェスタンブロットにて確認する。 

(5) 治療候補薬剤の同定 
1.Foxo3a、2. ERK、3. pFoxo3a のユビキチン化、それぞれを対象とした治療候補薬剤（カ
ルノシン酸、SCH240205、ボルテゾミブ）を用いて、親細胞とオシメルチニブ耐性細胞にお
ける感受性を測定し、最適な治療方法の検討を行う。 

 
４．研究成果 
 
(1) EGFR 遺伝子変異陽性の非小細胞肺癌細胞株 4 種類(PC9、H1975、HCC827、H1650)を用いて、
EGFR チロシンキナーゼ阻害剤であるオシメルチニブ耐性細胞をステップワイズ法にてそれ
ぞれ作成した。 

(2) 作成した耐性細胞を用いて薬剤感受性と IC50 を計算し、オシメルチニブに対する耐性化を
確認した。いずれもオシメルチニブに対する感受性は親株と比較して、10 倍以上と良好で
あった。 

(3) 親細胞株と耐性細胞における、ERK、FOXO3a、BIM を含むアポトーシス関連因子の発現をウ
ェスタンブロットで確認した。全ての耐性細胞において、リン酸化 ERK の発現が有意に上
昇していることを確認した。一部の耐性細胞においては、リン酸化 FOXO3a が核外(細胞質)
へ移行して MDM2 によるユビキチン化により分解され、FOXO3a の転写活性が抑制されるこ
とで、 BIM の発現が低下し、アポトーシス抵抗性となっていることを確認した。 

(4) 耐性細胞に対する FOXO3a 阻害作用のあるカルシノン酸、ERK 阻害剤、プロテアソーム阻害
剤(ボルテゾミブ)の効果を Cell viability assay とウェスタンブロットにより確認し、新
規治療戦略としての薬剤の候補であることを確認した（図 1） 

 

（図 1:Foxo3a を中心とした薬剤耐性メカニズムと新規治療戦略） 
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